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竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
は
、『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
に
ち
な
ん
だ

五
十
四
種
類
の
組
香
の
作
法
を
記
し
た
伝
書
で
あ
る
。
安
永
二
年（
一
七
七
三
）

の
自
叙
を
も
つ
。
菊
岡
沾
涼
著
『
香
道
蘭
之
園
』
所
収
本
は
、
元
文
二
年

（
一
七
三
七
）
頃
の
成
立
だ
が
、
桐
壺
香
・
夢
浮
橋
香
が
な
い
。
そ
こ
で
、
箒

木
香
・
梅
枝
香
・
玉
鬘
香
・
若
菜
下
香
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
両
者
を
比
較
し
た

と
こ
ろ
、
組
香
の
方
法
は
、
蘭
之
園
本
に
比
べ
、
竹
幽
本
の
方
が
総
じ
て
複
雑

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
物
語
の
内
容
と
合
わ
な
い
箇
所
が

少
な
く
な
い
蘭
之
園
本
に
対
し
、
竹
幽
本
は
、
物
語
に
合
わ
せ
て
手
直
し
し
て

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
蘭
之
園
本
は
、『
源
氏
小
鏡
』（
第
一

系
統
）
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
竹
幽
本
は
、『
源
氏

小
鏡
』（
第
二
系
統
）、
あ
る
い
は
『
源
氏
物
語
』
そ
の
も
の
に
拠
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一　

は
じ
め
に

竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』（
以
下
、
竹
幽
本
）
は
、『
源
氏
物
語
』

五
十
四
帖
に
ち
な
ん
だ
五
十
四
種
類
の
組
香
（
香
木
を
炷た

き
、
そ
の
香
の

異
同
を
言
い
当
て
る
遊
戯
）の
作
法
を
記
し
た
伝
書
で
あ
る
。『
源
氏
千
種

香
』
と
い
え
ば
、
夙
に
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
頃
に
成
立
し
た
、
菊

岡
沾
涼
著
『
香
道
蘭
之
園
』（
全
十
巻
）
の
第
八
・
九
巻
所
収
の
テ
キ
ス
ト

（
以
下
、
蘭
之
園
本
）
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
竹
幽
本
は
、
蘭
之
園
本
に
比

し
て
、組
香
の
数
に
お
い
て
、著
し
い
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、蘭

之
園
本
に
は
桐
壺
・
夢
浮
橋
の
二
帖
の
組
香
が
な
い
が
、
竹
幽
本
は
全

五
十
四
帖
を
収
め
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、内
容
に
つ
い
て
も
、両
者
で
少
な

か
ら
ぬ
相
違
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
竹
幽
本
の
一
部
を
紹
介
し
、

（
1
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（
2
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い
さ
さ
か
の
所
見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
巻
末
に
は
、
附
録
と
し
て
、
当

該
箇
所
の
影
印
と
十
炷
香
札
・
折
居
・
香
之
記
の
写
真
を
掲
載
す
る
。

竹
幽
本
は
、
花
・
月
・
秘
記
の
三
冊
と
香
包
銘
書
か
ら
成
る
。
い
ず
れ

も
料
紙
は
楮
紙
で
、
袋
綴
じ
の
写
本
で
あ
る
。

花
・
月
・
秘
記
の
表
紙
は
、
紺
色
布
目
地
に
金
切
箔
散
ら
し
金
泥
霞
引

秋
草
下
絵
。
鳥
の
子
内
曇
の
金
泥
秋
草
下
絵
の
題
簽
に
、「
源
氏
千
種
香　

花
」「
源
氏
千
種
香　

月
」「
源
氏
千
種
香　

秘
記
」
と
外
題
を
記
す
。
ま

た
、
本
文
の
前
後
に
、
各
一
丁
の
遊
紙
が
あ
る
。

花
・
月
冊
は
、
縦
二
六
・
二
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
六
セ
ン
チ
。
内
題
な
し
。

墨
付
は
、
花
冊
九
一
丁
、
月
冊
八
四
丁
。
両
者
と
も
一
面
七
行
書
き
を
基

本
と
す
る（
寄
生
香
は
八
行
書
き
）。
各
丁
に
は
匡
郭
が
墨
で
施
さ
れ
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
蘭
之
園
本
に
は
匡
郭
は
な
い
。

花
冊
の
冒
頭
に
は
、「
隨
鳳
老
人
」
の
草
稿
を
も
と
に
ま
と
め
た
と
い
う

「
秋
風
閣
其
山
」
な
る
人
物
の
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
の
自
叙
が
載
り
、

「
蘭
亭
」
と
「
秋
風
閣
」
の
二
つ
の
朱
印
が
あ
る
。
ま
た
、月
冊
末
尾
に
は
、

当
時
一
般
に
見
ら
れ
る
版
本
の
様
式
さ
な
が
ら
の
跋
文
が
あ
り
、「
洛
外
隠

士　

隨
鳳
軒
授
與
」
と
記
さ
れ
る
。
芸
道
伝
書
で
は
、
序
文
や
跋
文
を
備

え
、
ま
た
朱
印
を
捺
す
と
い
う
様
式
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。
匡
郭
を
施

す
も
の
は
、
本
書
よ
り
遥
か
に
大
部
の
例
も
あ
る
が
、
決
し
て
多
く
は
な

い
。秘

記
は
、
縦
一
五
・
八
セ
ン
チ
、
横
二
〇
・
一
セ
ン
チ
の
横
本
。
内
題
は

「
源
氏
千
種
香
秘
記
」。
墨
付
五
丁
。
花
冊
の
自
叙
と
同
じ
く
、「
其
山
」
に

よ
る
安
永
二
年
の
奥
書
と
「
秋
風
閣
」
の
朱
印
が
あ
る
。

香
包
銘
書
は
、
縦
二
三
・
六
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
六
セ
ン
チ
。
本
表
紙
を

付
け
る
前
の
仮
綴
じ
の
状
態
で
、
外
題
「
千
種
香　

香
包
銘
書　

五
十
四

組
」
は
、
打
付
書
き
で
あ
る
。
全
丁
墨
付
で
十
三
丁
あ
る
。
印
は
な
い
。

な
お
、
竹
幽
本
は
、「
香
道
籬
の
菊　

源
氏
千
種
香　

其
外
數
品
入
」
と

上
書
き
さ
れ
た
桐
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
香
道
籬
の
菊
』
も
、注

目
す
べ
き
内
容
を
も
つ
総
合
的
香
道
書
で
あ
り
、竹
幽
本
『
源
氏
千
種
香
』

と
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
点
で
も
注
意
さ
れ
る
。

二　

翻
字
と
考
察

本
稿
で
は
、
竹
幽
本
の
自
叙
お
よ
び
跋
文
と
、
五
十
四
種
の
組
香
の
う

ち
、
箒
木
香
・
玉
鬘
香
・
梅
枝
香
・
若
菜
下
香
の
四
つ
を
採
り
上
げ
、
翻

字
と
考
察
を
お
こ
な
う
。
翻
字
に
は
、
適
宜
句
読
点
を
施
し
、
一
面
の
終

わ
り
に
は
〝 

」 

〞
を
付
し
た
が
、
濁
点
は
、
底
本
に
存
す
る
も
の
の
み
に

限
っ
た
。
ま
た
、
朱
書
は
（
朱
）
と
示
し
た
。
考
察
で
は
、
本
文
内
容
の

概
略
を
記
す
と
と
も
に
、蘭
之
園
本
と
の
比
較
を
お
こ
な
い
、さ
ら
に
、各

組
香
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』
当
該
巻
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
簡
略
に

述
べ
る
。

な
お
、尾
崎
左
永
子
・
薫
遊
舎
校
注『
香
道
蘭
之
園
』（
淡
交
社
、二
〇
〇
二
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年
四
月
。
増
補
改
訂
版
二
〇
一
三
年
五
月
。
以
下
、『
校
注
』）
の
解
説
に

よ
れ
ば
、「
源
氏
千
種
香
」
は
、『
源
氏
物
語
』
が
踏
ま
え
ら
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
物
語
の
内
容
と
一
致
し
な
い
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
と

い
う
。
こ
れ
は
、「
源
氏
千
種
香
」
が
、『
源
氏
物
語
』
そ
の
も
の
で
は
な

く
、『
源
氏
小
鏡
』（
南
北
朝
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
の
梗
概

書
）
に
拠
っ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
、
武
居
雅
子
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。『
源
氏
小
鏡
』
に
は
、物
語
と
異
な
る
内
容
を
有
す
る
個
所
が
少

な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
竹
幽
本
に
つ
い
て
も
、『
源
氏
小
鏡
』
を
視
野
に
入

れ
、
同
様
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
。
本
稿
で
も
ま
ず
、
武
居
氏
が
考
察
さ

れ
た
四
帖
を
採
り
上
げ
る
。

1　

自
叙
お
よ
び
跋
文

【
翻
字
】

　
　
　

自
叙　
　
　

﹇　

印　

﹈

一あ
る
ひ日

隨
鳳
老
人
、
源
氏
千
種
香
と
題
せ
る
艸
稿
を

携
来
り
。
是
や
ん
ご
と
な
き
御
家
に
て
聴
聞
し
た
る

荒
増
を
、
そ
こ
爰
と
な
く
写
し
得
て
、
珎
と
な
し
置
ぬ
。

ひ
と
り
徒
に
見
む
も
便び
ん

な
く
密み

つ

に
傳
ふ
と
取
て
閲け

み

す
る
に
、
新
組
香
五
十
四
品
を
あ
つ
め
、
源
氏
物
語
の

巻
〳
〵
の
名
を
か
り
て
組
の
名
と
な
し
、
巻
中
の
秀
歌
」

あ
る
ひ
は
詞
の
雅
な
る
を
ゑ
り
用
ひ
、
お
か
し
く
花

や
か
な
る
組
あ
ま
た
見
え
た
り
。
誠
に
秘
蔵
す
へ
き
奇
品

な
る
べ
し
。
抑
文
亀
の
頃
、
室
町
家
贈ぞ
う
し
や
う
こ
く

相
国
の
御
時
、

三
々
九
葉
に
一
花
を
加
へ
、
十
炷
香
と
號
け
、
諸
の

組
番
の
権は
じ
め輿

と
な
れ
り
。
星
う
つ
り
霜
経
り
て

お
ほ
け
な
く
も
百も

ゝ
こ
ゝ
の
つ
ぎ

九
継
の　

聖
主
女
院
の
御
所

相
と
も
に
此
道
を
深
く
好
せ
給
ひ
萬
國
よ
り
佳か

し
ゆ種

を
」

奉
り
て
お
や
み
な
く
日
毎
の
御
遊
な
り
し
か
ば
、
其
中
に
は

勅
作
女
作
、
或
は
博は
く
り
く陸

大
尉い

の
組
せ
給
ひ
し
も
有
り
。

お
ぼ
ろ
け
の
外
に
、
月
卿
雲
客
の
き
そ
ひ
作
ら
せ
ら
れ
し

も
世
に
弘
ま
り
、
そ
な
れ
の
貝
の
か
ぎ
り
な
き
数
〳
〵

実
に
風
流
の
翫
ひ
、
貴
も
賤
し
き
も
心
の
い
と
ま

有
に
よ
せ
て
、
盧
橘
の
む
か
し
に
か
は
ら
ず
、
誰
か
さ
ら
に

拾ひ
ろ
はざ

ら
ん
也
。
故
に
、
其
こ
と
く
さ
を
撰
び
つ
ら
ね
て
」

耽ふ
け

る
友
ど
ち
の
慰
に
も
な
ら
ん
か
し
と
、
清
書
し
て

庫
中
に
永
く
留
る
よ
し
を
叙
と
せ
り
。

　

安
永
み
つ
の
と
の
み

　
　
　
　
　

泰
正
下
浣

　
　
　
　
　
　

秋
風
閣
其
山
書

　
　
　
　
　
　
　
　

﹇　

印　

﹈」

（
3
）
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〔
跋
文
〕

不
佞
積
年
汲
御
家
末
流
尚
集
其
餘
諸
流

著
導
初
心
書
許
多
編
畢
今
所
授
之

稿
冊
子
亦
加
刪
補
校
訂
須
大
成
焉
若

向
来
得
志
深
執
心
之
人
而
於
有
相
傳
者

其
喜
不
可
有
際
限
者
也

　
　

洛
外
隠
士

　
　
　
　
　

隨
鳳
軒
授
與

〔
書
き
下
し
〕

不
佞
、
積
年
、
御
家
の
末
流
を
汲
み
、
尚
、
其
の
餘
諸
流
を
集
む
。

初
心
を
導
く
書
、
許
多
の
編
を
著
し
畢
ぬ
。
今
、
授
く
る
所
の

稿
冊
子
も
亦
、
刪
補
・
校
訂
を
加
へ
、
須
く
大
成
す
べ
し
。
若
し

向
来
、
志
深
き
執
心
の
人
を
得
て
、
相
傳
有
る
に
於
い
て
は
、

其
の
喜
び
際
限
有
る
べ
か
ら
ざ
る
者
也
。

【
考
察
】

自
叙
お
よ
び
跋
文
に
よ
れ
ば
、
竹
幽
本
成
立
の
お
お
よ
そ
の
経
緯
が
知

ら
れ
る
。「
隨
鳳
老
人
」
が
、「
秋
風
閣
其
山
」
の
も
と
に
、『
源
氏
千
種

香
』
の
草
稿
を
持
ち
込
み
、
そ
れ
を
も
と
に
「
其
山
」
が
著
し
た
の
が
本

書
で
あ
る
。

跋
文
の
「
隨
鳳
軒
」
は
、「
隨
鳳
老
人
」
そ
の
人
と
見
ら
れ
る
が
、
御
家

流
の
流
れ
を
汲
み
つ
つ
他
の
流
派
の
作
法
を
も
収
集
し
た
と
い
う
跋
文
の

内
容
は
、
こ
の
草
稿
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
隨
鳳

老
人
」
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
未
詳
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
「
彩
鳳

隨
烏
」（
妻
が
夫
を
冷
淡
に
遇
す
る
こ
と
。
杜
大
中
の
妾
が
夫
に
対
し
て
不

平
を
言
う
の
に
、自
分
を
鳳
に
、ま
た
夫
を
烏
に
な
ぞ
ら
え
た
と
い
う
『
事

文
類
聚
』
所
載
の
故
事
に
よ
る
。）
に
拠
る
雅
号
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
自
叙
中
の
「
抑
文
亀
の
頃
…
…
」
以
下
の
記
述
は
、『
香
道
蘭
之

園
』
一
巻
、「
十
炷
香
の
本
原
」
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。
以
下
、
当
該
箇

所
の
文
章
を
示
し
、
表
現
が
一
致
あ
る
い
は
類
似
す
る
部
分
に
傍
線
を
付

す
。

一　

夫
十
炷
香
は
組
香
の
本
元
也
。
文
亀
の
頃
室
町
家
贈
相
国
の
時
、
三

〻
九
葉
に
一
花
を
加
へ
て　

こ
れ
を
十
炷
香
と
す
。
も
ろ
〳
〵
の
組

香
は
此
十
炷
香
を
根
と
せ
り
。（
…
…
中
略
…
…
）

 

其
後
元
和
寛
永
の
頃
、
後
水
尾
の
皇
◯
女
院
の
御
所
、
相
と
も
に
此

道
を
ふ
か
く
好
ま
せ
給
ひ
、
此
の
御
宇
に
至
て
万
国
よ
り
佳
種
を
奉

り
て
奇
品
満
て
り
。
其
御
代
に
こ
そ
あ
ま
た
の
組
合
香
を
な
さ
し
め

給
ふ
と
な
り
。
凡
一
百
余
品
と
い
へ
ど
も
、
日
〻
夜
〻
の
御
遊
な
り

し
か
ば
そ
の
際
限
あ
ら
ざ
る
に
、そ
の
中
に
勅
作
あ
り
院
作
あ
り
、或

は
博
陸
大
尉
の
組
ま
れ
玉
ひ
し
香
あ
り
。
月
卿
雲
客
こ
ゝ
ろ
〴
〵
に

作
せ
ら
れ
、折
に
ふ
れ
節
に
し
た
が
ひ
叡
覧
に
備
へ
ら
れ
し
よ
り
、多

（
4
）
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く
の
組
香
世
に
ひ
ろ
ま
れ
り
と
ぞ
。

2　

箒
木
香

【
翻
字
】

　
　
　

△
箒
木
香

　
　

数
な
ら
ぬ
伏
屋
に
お
ふ
る
名
の
う
さ
に

　
　
　

あ
る
に
も
あ
ら
す
き
ゆ
る
箒
木

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

  

数
な
ら
ぬ
の
香
一
包
、名
の
う
さ
に
の
香
一
包
各
同
香

な　

り

、
ふ
せ
屋
に
お
ふ

る
の
香
一
包
、あ
る
に
も
あ
ら
ず
の
香
一
包
各
同
香

な　

り

、
き
ゆ
る
帚
木
の
香
、

一
包
客
香

な
り

、
都
合
五
包
出
香
と
し
、
皆
焚
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。」

一　

数
な
ら
ぬ
の
香
斗
外
に
拵
へ
、
試
に
出
す
。
其
餘
の
香
、
皆
試
な
し
。

一　

出
香
の
香
包
、
左
の
ご
と
し
。

　
　
　
　
数
な
ら
ぬ
の
香　
　
　

ふ
せ
や
に
お
ふ
る
の
香　

金
紙
の
香
包
を
用

　
　
　
　

名
の
う
さ
に
の
香　
　

あ
る
に
も
あ
ら
す
の
香

き
ゆ
る
帚
木
の
香　
　　

銀
紙
の
香
包
を
用

　
　

  

右
之
通
、
香
を
包
て
、
都
合
五
包
、
能
く
打
交
置
て
、
金
銀
金
銀
銀

と
一
炷
充
取
て
、
焚
出
す
べ
し
。」

一　

聞
様
并
札
打
様
左
の
ご
と
し

　
　
　

有
試
同
香

　
　
　
　

  

一
番
（
朱
）　

三
番
（
朱
）　

数金
包

な
ら
ぬ　
　

花
一
の
札
（
朱
）

　
　
　
　

  

二
番
（
朱
）　

四
番
（
朱
）　

五
番
（
朱
）　　

名銀
包

の
う
さ
に　

月

一
の
札
（
朱
）

　
　
　

無
試
同
香

　
　
　
　

  

一
番（
朱
）　

三
番（
朱
）　

ふ金
包

せ
や
に
お
ふ
る　

花
二
の
札（
朱
）

　
　
　
　

  

二
番
（
朱
）　

四
番
（
朱
）　

五
番
（
朱
）　　

あ銀
包

る
に
も
あ
ら
す

　

月
二
の
札
（
朱
）

　
　
　

無
試
一
炷

　
　
　
　

二  

番
（
朱
）　

四
番
（
朱
）　

五
番
（
朱
）　　

き銀
包

ゆ
る
箒
木　

ウ

の
札
（
朱
）」

　
　

  

五
炷
皆
聞
終
て
、
一
同
に
札
を
う
つ
也
。
夫
故
に
皆
焚
終
て
折
居
五

つ
重
て
廻
し
、
札
を
受
る
べ
し
。

一　

  

記
録
は
、
客
香
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
充
。
地
香
、
独
聞
二
点
、
二

人
よ
り
一
点
充
也
。
客
香
不
中
は
、
何
人
に
て
も
星
二
つ
充
附
る
べ

し
。
皆
中
は
聞
の
下
に
、
褒
美
に
、
空
蝉
と
朱
に
て
認
る
べ
し
。
皆

中
に
て
な
く
と
も
、客
香
聞
た
る
は
小
君
と
認
る
也
。
客
香
不
聞
、地

香
斗
聞
た
る
は
、
園
原
と
認
べ
し
。
記
録
書
様
左
に
記
す
。」

　
　
　

箒
木
香
之
記

　
　
　
　
〔
表
〕」

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

帚
木
香
で
は
、「
香
元
」（
香
席
で
香
を
炷
く
人
）
か
ら
、
ま
ず
、「
試

（
5
）



 社会科学　第 43 巻  第 3号 32

香
」（
本
番
前
の
香
席
。
本
番
の
香
席
に
出
さ
れ
る
香
を
あ
ら
か
じ
め
聞
い

て
香
を
覚
え
て
お
く
）
と
し
て
一
度
、香
炉
を
回
す
。
そ
れ
か
ら
「
本
香
」

（
本
番
の
香
席
）
が
五
度
、「
出
香
」（
本
香
に
お
い
て
香
元
か
ら
香
炉
を
回

す
こ
と
）
さ
れ
る
。

本
香
に
お
け
る
香
包
（
香
が
包
ん
で
あ
る
紙
）
の
色
は
、
香
炉
が
回
さ

れ
る
順
に
、
金
・
銀
・
金
・
銀
・
銀
。
こ
の
う
ち
同
じ
香
な
の
は
、
金
と

銀
の
ペ
ア
で
、
二
組
あ
る
。
三
つ
あ
る
銀
の
、
残
り
一
つ
は
「
客
香
」
と

い
い
、
そ
の
他
の
「
地
香
」
よ
り
も
高
級
な
香
を
用
い
る
。

さ
て
、
試
香
と
同
じ
香
（「
同
香
」
と
い
う
）
で
あ
る
の
は
、
金
色
の
包

み
、す
な
わ
ち
一
度
目
あ
る
い
は
三
度
目
の
香
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、五

度
炷
か
れ
る
香
を
、
同
香
二
組
と
客
香
に
聞
き
分
け
る
。
従
っ
て
、
全
部

で
十
二
通
り
の
答
案
が
想
定
さ
れ
る
。

答
え
に
は
、「
十
炷
香
の
札
」（
写
真
1
）
を
用
い
る
。
全
十
二
枚
の
札

で
、「
一
」「
二
」「
三
」「
花
一
」「
花
二
」「
花
三
」「
月
一
」「
月
二
」「
月

三
」
に
、「
ウ
」（「
客
香
」
の
「
客
」
の
字
の
ウ
冠
を
表
し
た
札
）
が
三
枚

あ
る
。
金
包
み
の
香
二
つ
の
う
ち
、試
香
と
同
香
な
ら
ば
「
花
一
」
を
、も

う
一
方
に
は
「
花
二
」
の
札
で
答
え
る
（
答
え
の
札
を
出
す
こ
と
を
「
打

つ
」
と
い
う
）。
さ
ら
に
、
三
つ
の
銀
包
み
の
香
も
、
試
香
お
よ
び
「
花

一
」
と
同
じ
な
ら
ば
「
月
一
」
を
、「
花
二
」
と
同
じ
な
ら
ば
「
月
二
」
を
、

そ
し
て
残
り
の
ひ
と
つ
に
は
「
ウ
」
の
札
を
打
つ
。

札
は
、
香
を
す
べ
て
聞
き
終
わ
っ
た
後
、
五
つ
重
ね
た
「
折お
り
す
え居

」（
紙
を

畳
ん
だ
入
れ
物
。
金
や
銀
で
装
飾
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
写
真
2
参
照
）

に
、
出
香
順
に
一
枚
ず
つ
入
れ
る
。

「
香
之
記
」（
香
席
の
記
録
。
表
題
は
、「
箒
木
香
之
記
」
と
あ
る
よ
う
に

奇
数
文
字
で
記
す
慣
習
が
あ
る
。）
に
は
、
正
解
と
各
人
の
答
案
が
、
証
歌

（
組
香
の
主
題
と
な
る
和
歌
）に
置
き
換
え
て
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
数

な
ら
ぬ
」（
花
一
）、「
ふ
せ
や
に
お
ふ
る
」（
花
二
）、「
名
の
う
さ
に
」（
月

一
）、「
あ
る
に
も
あ
ら
ず
」（
月
二
）、「
き
ゆ
る
箒
木
」（
ウ
）
で
あ
る
。
客

香
と
地
香
と
で
は
採
点
方
法
が
異
な
り
、客
香
の
「
独
り
聞
き
」（
聞
き
当

て
た
の
が
一
人
だ
け
の
場
合
）
は
三
点
、
二
人
以
上
の
場
合
は
二
点
で
あ

る
の
に
対
し
、
地
香
は
、「
独
り
聞
き
」
は
二
点
、
二
人
以
上
の
場
合
は
一

点
で
あ
る
。
客
香
が
聞
き
当
て
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
星
を
二
つ
付
け

る
。
組
香
の
場
合
、
星
は
不
正
解
だ
っ
た
時
に
記
す
記
号
で
あ
る
。
全
部

聞
き
当
て
た
人
に
は
「
空
蝉
」、客
香
を
聞
き
当
て
た
人
に
は
「
小
君
」、地

香
だ
け
を
聞
き
当
て
た
人
に
は
「
園
原
」
と
記
す
。

蘭
之
園
本
で
は
、
本
香
は
、「
箒
木
」「
園
原
」「
伏
屋
」
各
三
包
、
合
計

九
包
、
九
度
出
香
さ
れ
る
。
試
香
は
「
箒
木
」
の
み
。
本
香
九
炉
を
三
炉

ず
つ
三
回
に
分
け
、
三
度
答
え
る
。
こ
れ
を
「
三
炉
聞
」
と
い
う
。
す
な

わ
ち
、「
箒
木
」
が
ひ
と
つ
あ
れ
ば
「
木
」、
ふ
た
つ
あ
れ
ば
「
林
」、
三
つ

す
べ
て
で
あ
れ
ば
「
森
」、
全
く
な
け
れ
ば
「
木
陰
」
の
札
を
出
す
。「
園

原
」「
伏
屋
」
は
「
聞
き
捨
て
」（
香
を
聞
い
て
も
答
え
を
出
さ
な
い
）
の

た
め
、
ど
の
順
序
に
出
て
き
た
か
は
不
問
で
あ
る
。
竹
幽
本
に
比
べ
、
全
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体
的
に
簡
便
な
方
法
と
言
え
よ
う
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

当
巻
に
お
い
て
、
蘭
之
園
本
で
は
、
次
の
和
歌
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　

  
そ
の
原
や
伏
屋
に
お
ふ
る
名
の
う
き
に
あ
る
に
も
あ
ら
す
き
ゆ
る

は
ゝ
き
ゝ

こ
の
歌
に
つ
い
て
、『
校
注
』
の
解
説
で
は
、
以
下
の
二
首
を
出
典
と
し
て

引
き
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
歌
、
す
な
わ
ち
「
出
典
歌
二
つ
を
合
わ
せ
た

証
歌
」
と
し
て
い
る
。

　
　

そ
の
原
や
伏
屋
に
お
ふ
る
箒
木
の
あ
り
と
は
み
え
て
あ
は
ぬ
君
哉

　
　

  

数
な
ら
ぬ
伏
屋
に
お
ふ
る
名
の
う
さ
に
あ
る
に
も
あ
ら
す
き
ゆ
る
箒

木
（
以
上
、
傍
線
筆
者
）

一
首
目
は
、三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
あ
る
坂
上
是
則
の
『
新
古
今
和
歌
集
』

に
採
ら
れ
た
歌
。
二
首
目
は
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
、
登
場
人
物
の
空

蝉
が
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
た
し
か
に
『
校
注
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
蘭

之
園
本
の
和
歌
は
、
初
句
・
二
句
が
是
則
歌
、
二
句
目
以
下
が
空
蝉
の
歌

と
同
一
と
い
っ
て
い
い
。
し
か
し
、
武
居
氏
が
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
蘭

之
園
本
の
歌
は
、『
源
氏
小
鏡
』
所
収
歌
と
全
く
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
竹
幽
本
は
、
空
蝉
歌
と
歌
句
が
全
く
同
一
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

竹
幽
本
が
、『
源
氏
小
鏡
』
か
ら
で
は
な
く
、『
源
氏
物
語
』
か
ら
直
接
引

用
し
た
か
と
い
う
と
、
事
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、

『
源
氏
小
鏡
』
諸
本
は
大
き
く
六
系
統
に
分
か
れ
て
い
る
が
、そ
の
う
ち
の

第
二
系
統
は
、
物
語
本
文
と
同
じ
「
か
ず
な
ら
ぬ
」
と
い
う
初
句
を
有
す

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
限
ら
ず
、
全
帖
を
通
し
て
、『
源
氏
小
鏡
』

の
第
二
系
統
は
、
第
一
系
統
を
基
に
し
つ
つ
、
物
語
と
齟
齬
す
る
部
分
は

青
表
紙
本
『
源
氏
物
語
』
で
改
訂
し
た
た
め
、
第
一
系
統
よ
り
物
語
に
近

く
な
っ
て
い
る
。『
源
氏
小
鏡
』
は
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
刊
行
さ
れ
版

を
重
ね
た
が
、い
ず
れ
の
版
も
、本
文
は
第
二
系
統
で
あ
る
。
よ
っ
て
、竹

幽
本
は
、『
源
氏
物
語
』
そ
の
も
の
に
依
拠
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、『
源

氏
小
鏡
』
第
二
系
統
に
依
拠
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
。

3　

玉
鬘
香

【
翻
字
】

　
　
　

△
玉
鬘
香

　
　

恋
わ
た
る
身
は
そ
れ
な
れ
と
玉
か
づ
ら

　
　
　

い
か
な
る
す
ぢ
を
尋
き
つ
ら
ん

一　

  

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
別
札
七
枚
を　
　
　
　

用
る
秘
傳
あ
り
（
朱
）

。

一　

  

赤
の
香
、
紅
梅
の
香
、
白
の
香
、
縹ハ

ナ
ダの

香
、
栁
の
香
、
梔

ク
チ
ナ
シの

香
、
各

一
包
充
、
色
の
香
六
包
客
香
也
。
二
包

充
別
香
三
種
を
用

、
都
合
十
二
包
打
交
て
、
其
内
二
包

除
け
、
残
十
包
を
二
包
充
取
て
焼
合
に
し
て
」
五
度
に
出
す
。
試
香

に
秘
傳
有
。
口
授
す
べ
し
。

一　

  
出
香
の
順
に
よ
つ
て
、
記
録
に
玉
鬘
君
、
紫
上
、
明
石
上
、
花
散
里
、

末
摘
花
、
空
蝉
尼
と
認
る
事
あ
り
。
又
衣
配
の
傳
と
い
ふ
て
、
今
や

（
6
）
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う
色
、
ゆ
る
し
色
、
か
と
り
色
、
お
ち
ゝ
く
り
色
、
此
四ヨ

ツ
ノ
イ
ロ

色
に
札
を

う
つ
事
も
あ
り
。
習
ひ
成
る
ゆ
へ
あ
か
ら
さ
ま
に
述
か
た
し
。
容
易

に
此
組
は
催
事
に
非
ら
ず
。
連
理
香
傳
受
の
人
あ
ら
は
教
へ
を
受
て

深
秘
の
面
白
き
を
辨
知
べ
し
。」

（
参
考
）『
源
氏
千
種
香
秘
記
』

　
　
　

△
玉
鬘
香

一　

十
炷
香
札
を
用
る
打
様

　
　
　
　

色
香
一
包
に
別
香
一
包
充

　
　
　
　

組
合
様
口
傳
十
炷
皆
焚
終
て　

包
紙
を
開
く
べ
し

　
　
　
　
（
赤　色　　

一
ノ
札　
　
（
色　赤　

月
一
ノ
札

　
　
　
　
（
紅
梅
色　

二
ノ
札　
　
（
色　紅

梅
月
二
ノ
札

　
　
　
　
（
白　色　　

三
ノ
札　
　
（
色　白　

月
三
ノ
札

　
　
　
　
（
縹ハ

ナ
ダ

　色　　

花
一
ノ
札　
（
色　縹　

ウ
ノ
札
」

　
　
　
　
（
栁　色　　

花
二
ノ
札　
（
色　栁　

ウ
の
札

　
　
　
　
（
梔ク

チ
ナ
シ

　色　　

花
三
ノ
札　
（
色　梔　

ウ
ノ
札

　
　
　
　

ウ
札
三
枚
の
打
様
に
習
あ
り
。

　
　
　
　

  

た
と
へ
ば
色栁

と
出
た
る
に
、
ウ
ノ
札
打
初
は
一
枚

打
也　
　

。
其
次
色梔

と
出
た
る

に
、花
三
ノ
札
、

ウ
札　
　
　

二
枚
打
。
又
後
に
色縹

と
出
れ
ば
、
花
一
ノ
札
、

ウ
札　
　
　

二
枚
打
。
皆

是
に
準
知
べ
し
。

一　

別
札
を
用
る
仕
様

　
　
　
　

  

色
香
六
包
、
別
香
六
包
打
交
、」
其
内
二
包
除
き
、
残
り
十
包
を

二
包
充
取
て
、
五
度
に
焚
出
す
べ
し
。

　
　
　

札
銘

　
　
　
　

今
や
う
色　
　
　

一
枚

　
　
　
　

ゆ
る
し
色　
　
　

二
枚

　
　
　
　

か
と
り
色　
　
　

三
枚

　
　
　
　

お
ち
ゞ
く
り
色　

一
枚

　
　
　

  

如
此
七
枚
の
札
を
二
枚
残
し
、
五
枚
打
べ
し
。
是
を
衣

キ
ヌ
ク
バ
リ配

四ヨ
ツ
イ
ロ色

の

傳
と
」
号
け
、
面
白
き
習
あ
り
衣
配
色
の
事
は
源

氏
物
語
に
見
た
り

。

一　

  

出
香
の
順
、
并
、
点
の
掛
様
、
聞
の
多
少
に
よ
つ
て
、
紫
上
・
明
石

中
宮
・
花
散
里
上
・
末
摘
花
上
・
玉
鬘
内
侍
・
空
蝉
尼
・
光
源
氏
と
、

其
名
を
記
録
に
認
る
事
あ
り
。
極
秘
な
る
故
口
決
な
ら
で
は
教
が
た

し
。

　
　
（
二
行
分
空
白
）」

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

玉
鬘
香
は
、
試
香
に
秘
伝
が
あ
る
と
い
う
が
、
そ
の
内
容
は
、『
源
氏
千

種
香
秘
記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
答
え
方
か
ら
考
え
る
と
、
試
香
を

行
う
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
焼
合
香
は
伝
授
物
と
さ
れ
て
お
り
、
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安
易
に
行
う
こ
と
は
な
い
。

準
備
さ
れ
る
香
は
、「
赤
」「
紅
梅
」「
白
」「
縹
」「
栁
」「
梔
」
の
地
香

六
種
類
、
各
一
包
と
、
客
香
「
色
」
の
香
三
種
類
、
各
二
包
で
あ
る
。
こ

れ
ら
十
二
包
の
中
か
ら
、
地
香
と
客
香
を
各
一
包
ず
つ
、
計
二
包
を
無
作

為
に
取
り
除
き
、
残
り
十
包
を
用
い
る
。
本
香
は
、
地
香
と
客
香
を
一
包

ず
つ
組
み
合
わ
せ
て
「
焼た
き

合
」（
雲
母
板
の
対
角
線
上
に
同
時
に
二
種
類
の

香
を
載
せ
て
炷
く
方
法
。
香
の
置
き
方
、
香
炉
の
扱
い
な
ど
の
聞
き
方
は
、

流
儀
に
よ
り
微
妙
に
異
な
る
）
に
し
、
五
度
出
香
さ
れ
る
。
焼
合
の
二
種

類
の
香
の
う
ち
、
香
炉
を
正
面
に
向
け
て
手
前
に
あ
る
香
か
ら
聞
く
。
な

お
、
二
種
類
の
香
を
一
度
に
炷
く
組
香
に
は
、
高
位
の
伝
授
物
「
連
理
香
」

が
あ
る
。
雲
母
板
の
中
央
に
二
種
類
の
香
を
隙
間
の
な
い
よ
う
に
付
け
て

置
く
も
の
で
、
作
法
の
控
え
は
あ
る
も
の
の
、
完
全
に
口
伝
で
あ
る
。

答
え
に
は
、
十
炷
香
の
札
を
用
い
る
。
ま
た
別
札
七
枚
を
用
い
る
こ
と

も
あ
る
と
い
い
、
こ
の
「
秘
傳
」
に
つ
い
て
は
『
源
氏
千
種
香
秘
記
』
に

言
及
が
あ
る
。

十
炷
香
の
札
を
用
い
る
場
合
、地
香
六
種
類
と
客
香
と
の
組
合
せ
を
、香

を
聞
い
た
順
序
も
考
慮
し
て
、対
応
す
る
十
二
枚
の
札
の
中
か
ら
選
ぶ
。地

香
の
種
類
は
す
べ
て
区
別
す
る
が
、
客
香
の
そ
れ
は
と
く
に
区
別
し
な
い
。

な
お
、
客
香
「
色
」
の
香
が
先
、
地
香
「
縹
」「
栁
」「
梔
」
が
後
の
場
合

は
、
一
様
に
「
ウ
」
の
札
を
打
つ
。

一
方
、
別
札
を
用
い
る
場
合
は
、「
今
や
う
色
」
一
枚
、「
ゆ
る
し
色
」

二
枚
、「
か
と
り
色
」
三
枚
、「
お
ち
ゞ
く
り
色
」
一
枚
の
計
七
枚
か
ら
五

枚
を
選
択
し
て
打
つ
と
い
う
が
、
こ
の
「
衣
配
四
色
の
傳
」
に
つ
い
て
は
、

香
の
組
合
せ
と
の
対
応
も
記
さ
れ
ず
、
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。
七
枚
と
い

う
枚
数
は
、
お
そ
ら
く
蘭
之
園
本
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
香
之
記
」
に
は
、
香
席
の
上
座
の
人
か
ら
、「
玉
鬘
君
」「
紫
上
」「
明

石
上
」「
花
散
里
」「
末
摘
花
」「
空
蝉
尼
」
と
記
す
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

一
方
、『
源
氏
千
種
香
秘
記
』
に
は
、
成
績
も
加
味
し
て
「
紫
上
」「
明
石

中
宮
」「
花
散
里
上
」「
末
摘
花
上
」「
玉
鬘
内
侍
」「
空
蝉
尼
」「
光
源
氏
」

と
七
通
り
に
記
録
す
る
こ
と
も
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
香
之
記
」の

具
体
例
は
、
竹
幽
本
に
は
掲
載
さ
れ
な
い
。
意
識
的
に
隠
し
て
あ
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

蘭
之
園
本
で
は
、
竹
幽
本
の
地
香
六
種
類
に
「
紅
ゐ
」
を
加
え
た
七
包

に
、色
の
香
を
七
包
を
組
み
合
わ
せ
る
「
二
炷
聞
」（
二
種
類
の
香
を
順
に

聞
き
、
そ
の
組
み
合
せ
で
個
々
の
香
を
答
え
る
。
ペ
ア
で
ひ
と
つ
の
答
え

を
出
す
こ
と
も
あ
る
）
で
、竹
幽
本
の
「
焼
合
」
と
は
異
な
る
。
ま
た
、竹

幽
本
で
は
、
試
香
に
「
秘
傳
」
が
あ
る
と
記
さ
れ
る
が
、
蘭
之
園
本
で
は
、

地
香
に
は
試
香
が
あ
り
、
色
の
香
に
は
な
い
と
明
記
さ
れ
る
。
二
炷
の
う

ち
、色
の
香
が
先
で
あ
っ
た
場
合
は
「
衣
配
り
の
札
」
を
打
つ
。「
衣
配
の

伝
受
」
で
は
四
つ
の
色
に
打
つ
方
法
が
あ
る
と
い
う
が
、「
伝
受
」
の
な
い

人
は
「
衣
配
り
の
札
」
を
打
つ
の
み
。「
衣
配
の
伝
受
」
に
関
す
る
竹
幽
本

と
蘭
之
園
本
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
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（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

当
巻
で
は
、
年
の
暮
れ
に
光
源
氏
が
女
性
た
ち
に
正
月
用
の
晴
着
を

贈
っ
た
。
そ
の
衣
装
の
色
と
人
物
を
、
蘭
之
園
本
は
次
の
よ
う
に
組
み
合

わ
せ
る
。

　
　

赤
―
紫
の
上　
　

紅
梅
―
梅
壺　
　

白
―
明
石
の
上

　
　

縹は
な
だ―

花
散
里　
　

柳
―
末
摘
花　
　

梔く
ち
な
し子

―
空
蝉　
　

紅
く
れ
な
い―

玉
鬘

第
一
系
統
『
源
氏
小
鏡
』
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
唯
一
、「
紅
梅
」
が

「
明
石
の
姫
君
」
で
あ
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、こ
の
方
が
物

語
の
内
容
に
合
う
。
武
居
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
蘭
之
園
本
は
、
若
菜

下
巻
（
後
出
）
で
も
、
梅
壺
が
登
場
し
て
箏
の
琴
を
演
奏
す
る
が
、
物
語

で
そ
の
楽
器
を
担
当
し
た
の
は
明
石
の
姫
君
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
蘭

之
園
本
に
は
、
明
石
の
姫
君
を
梅
壺
と
す
る
箇
所
が
複
数
存
す
る
点
に
は

注
意
し
て
お
き
た
い
。

一
方
、
竹
幽
本
は
、「
赤
―
玉
鬘
」、「
紅
梅
―
紫
の
上
」
で
異
な
り
、「
紅

―
玉
鬘
」
を
欠
く
。
物
語
で
は
紫
の
上
が
「
紅
梅
の
い
と
紋
浮
き
た
る
葡

萄
染
の
御
小
袿
、
今
様
色
の
い
と
す
ぐ
れ
た
る
」、
玉
鬘
は
「
曇
り
な
く
赤

き
に
、山
吹
の
花
の
細
長
」
で
あ
る
の
で
、蘭
之
園
本
よ
り
竹
幽
本
の
方
が

物
語
に
合
う
。
第
二
系
統
『
源
氏
小
鏡
』
で
も
、
紫
の
上
と
玉
鬘
の
衣
装

描
写
は
物
語
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
明
石
の
上
・
末
摘
花
・
空
蝉
の
三
人

を
欠
い
て
は
い
る
が
、
も
し
、
竹
幽
本
が
第
二
系
統
を
参
照
し
た
と
し
て

も
、「
赤
」
の
玉
鬘
、「
紅
梅
」
の
紫
の
上
と
改
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

衣
配
り
の
伝
に
つ
い
て
、
蘭
之
園
本
は
、「
札
の
銘
」
と
し
て
「
今
や
う
、

ゆ
る
し
、か
と
り
、お
ち
ち
く
り
」
を
列
挙
し
て
い
る
。
竹
幽
本
も
「
衣
配

の
伝
と
い
ふ
て
、
今
や
う
色
、
ゆ
る
し
色
、
か
と
り
色
、
お
ち
ゞ
く
り
色
。

此
四
色
に
札
を
う
つ
事
も
あ
り
。
習
ひ
成
る
ゆ
へ
、
あ
か
ら
さ
ま
に
述
か

た
し
」
と
し
て
、詳
細
は
別
冊
に
譲
っ
て
い
る
。『
源
氏
小
鏡
』
を
見
る
と
、

第
一
系
統
は
四
色
す
べ
て
を
記
載
し
て
い
る
が
、第
二
系
統
は「
お
ち
ち
く

り
」
を
欠
く
。
物
語
で
は
今
様
色
と
許
し
色
は
当
巻
の
衣
配
り
の
場
面
に

見
ら
れ
る
が
、
落
栗
は
行
幸
巻
に
一
例
し
か
な
く
、
黒
ず
ん
だ
濃
い
紅
色

か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
縑か
と
りも

別
の
巻
（
須
磨
巻
・
橋
姫
巻
）
に
一
例
ず

つ
あ
る
だ
け
で
、
色
目
で
は
な
く
絹
布
の
一
種
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
蘭
之

園
本
の
四
色
は
、
第
一
系
統
『
源
氏
小
鏡
』
に
基
づ
い
て
お
り
、
竹
幽
本

は
そ
れ
に
倣
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
四
色
は
、
物
語
の
内
容

お
よ
び
『
源
氏
小
鏡
』
第
二
系
統
と
異
な
る
け
れ
ど
も
、
竹
幽
本
は
、
そ

の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
直
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

竹
幽
本
の
別
冊
『
源
氏
千
種
香　

秘
記
』
に
は
、「
是
を
衣
き
ぬ
く
ば
り配

四よ
つ
い
ろ色

の
伝

と
号
す
。
面
白
き
習
あ
り
衣
配
色
の
事
は
源

氏
物
語
に
見
た
り

」
と
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、前
述
し

た
よ
う
に
、「
か
と
り
」
は
色
目
で
は
な
く
、
落
栗
の
誤
写
か
と
思
わ
れ
る

「
お
ち
ち
く
り
」
は
、
物
語
で
は
他
の
巻
に
し
か
な
い
の
で
、
割
注
の
記
述

「
衣
配
色
の
事
は
源
氏
物
語
に
見
た
り
」
は
、物
語
の
内
容
に
当
て
は
ま
ら

な
い
。
あ
る
い
は
、
割
注
の
「
源
氏
物
語
」
は
、
物
語
そ
の
も
の
で
は
な

く
、『
源
氏
小
鏡
』
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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4　

梅
枝
香

【
翻
字
】

　
　
　

△
梅
枝
香

　
　

花
の
香
は
ち
り
に
し
枝
に
と
ま
ら
ね
ど

　
　
　

う
つ
ら
ん
袖
に
あ
さ
く
し
ま
め
や

一　

一
炷
開
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

組
合
聞
二
人
充

五
組
也

。

一　

一
二
三
客
の
香
三
包
充
、
以
上
十
二
包
打
交
出
香
」
と
す
地
香
外
に
拵
、
試
に

出
す
。
客
香
試
な
し

。

一　

人
形
配
様
左
に
記
す
。

　
　
　

源
氏
人
形
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
形
銘
々
聞
人
に
渡
し

　
　
　

上
童
人
形
一
薫
物
名　

侍　

従　　

是
一
組
也
。　
置
く
。
一
炷
聞
て
盤
に
の
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
し
。
其
時
は
客
香
の

　
　
　

紫
上
人
形
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
差
別
な
く
一
間
目
に
の
せ
る

　
　
　

上
童
人
形
一
薫
物
名　

梅　

花　　

是
一
組
也
。　
斗
也
。

　
　
　
　
　

残
り
三
組
是
に
等
し
。

一　

  

客
香
独
聞
の
差
別
な
く
、
何
人
に
て
も
二
間
充
、
地
香
何
人
」
に
て

も
一
間
充
、
客
地
香
の
内
に
て
も
、
三
炷
の
続
聞
は
、
何
人
に
て
も

一
間
の
褒
美
を
つ
け
て
進
す
べ
し
。

一　

  

一
組
の
人
形
、
何
方
に
て
成
り
と
も
、
同
目
に
行
合
た
る
を
、
一
の
勝

と
す
。
其
時
は
、
薫タ

キ
モ
ノ物

を
合
た
る
と
云
心
に
て
、
人
形
は
向
合
せ
て
、

一
所
に
立
置
き
、
其
後
、
香
は
聞
て
、
札
は
打
ど
も
、
人
形
の
動
は

な
し
。
一
組
の
内
に
て
聞
の
多
少
に
構
わ
す
、何
方
に
て
成
と
も
、同

目
に
行
逢
た
ら
ば
、
其
組
の
勝
と
定
む
べ
し
。」

一　

二
の
勝
定
れ
ば
、
香
は
残
り
て
も
盤
は
終
る
也
。

　
　
　

  

但
し
、
兵
部
卿
の
人
形
、
批
判
の
組
に
て
、
各
別
な
れ
は
、
一
二

の
勝
の
内
に
有
り
た
ら
は
、
三
の
勝
の
組
有
る
ま
で
、
盤
は
納
る

べ
か
ら
ず
。
一
二
三
の
勝
迄
に
は
、
褒
美
と
し
て
懸
香
を
遣
す
べ

し
。

一　

  

記
録
は
、
三
炷
の
続
聞
は
、
客
地
香
の
差
別
な
く
、
何
人
に
て
も
三

点
充
也
。
客
香
、
独
聞
の
差
別
な
く
二
点
充
、
地
香
、
何
人
聞
に
て

も
一
点
充
也
。
記
録
認
様
、
左
の
ご
と
し
。」

　
　
　

梅
枝
香
之
記

　
　
　
〔
表
〕」

梅
枝
香
立
物
圖

　
　
　
〔
図
〕」

同
盤
の
圖

　

竪
溝
五
筋　
　
〔
図
〕」

　

横
界
二
十
間　
〔
図
〕」

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
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梅
枝
香
は
、
香
を
聞
き
当
て
る
ご
と
に
、
盤
上
で
人
形
や
小
道
具
を
移

動
さ
せ
て
点
数
を
競
う
「
盤
物
」
で
あ
る
。「
光
源
氏
」「
紫
上
」「
兵
部

卿
」「
明
石
上
」「
花
散
里
」
が
そ
れ
ぞ
れ
「
上
童
」
と
組
に
な
り
、
二
人

ず
つ
五
組
で
行
う
（「
組
合
聞
」
と
い
う
）。

地
香
三
種
類
、
客
香
一
種
類
が
各
三
包
、
計
十
二
包
準
備
さ
れ
、
十
二

度
出
香
さ
れ
る
。
試
香
は
、
地
香
三
種
類
の
み
、
計
三
度
の
出
香
で
あ
る
。

客
香
に
試
み
は
な
い
。

答
え
に
は
、
十
炷
香
の
札
を
用
い
る
。
試
香
の
順
に
、
地
香
に
は
「
一
」

「
二
」「
三
」
の
札
（「
月
」「
花
」
の
文
字
が
記
さ
れ
る
札
も
、
単
な
る
数

字
札
と
し
て
流
用
す
る
）
を
、
客
香
に
は
「
ウ
」
の
札
を
打
つ
。

香
を
聞
く
た
び
に
、
回
っ
て
く
る
折
居
に
札
を
打
ち
、
正
解
が
公
表
さ

れ
る
（「
一
炷
開
」
と
い
う
）。
人
形
は
、
組
ご
と
に
向
か
い
合
わ
せ
て
盤

外
に
置
い
て
お
き
、聞
き
当
て
た
ら
盤
上
の
一
間
目
に
置
く
。
そ
の
後
、聞

き
当
て
る
た
び
に
、
客
香
は
二
間
、
地
香
は
一
間
進
む
。
三
回
連
続
で
聞

き
当
て
た
場
合
は
、
さ
ら
に
一
間
を
加
え
、
客
香
は
三
間
、
地
香
は
二
間

進
む
。
一
組
の
人
形
が
、
同
目
に
行
き
合
わ
せ
た
ら
勝
。
勝
が
二
組
決
ま

れ
ば
終
了
と
な
る
が
、
兵
部
卿
の
組
が
そ
の
中
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
三
組

目
の
勝
が
決
ま
る
ま
で
継
続
す
る
。

「
香
之
記
」
は
、
客
香
二
点
、
地
香
一
点
、
三
回
続
け
て
聞
き
当
て
た
場

合
は
、
客
香
・
地
香
を
問
わ
ず
三
点
と
し
て
採
点
を
記
す
。

蘭
之
園
本
は
、
三
回
連
続
で
聞
き
当
て
た
場
合
は
五
間
進
む
と
い
う
点

が
、
竹
幽
本
と
若
干
異
な
る
が
、
そ
の
他
の
方
法
は
お
お
む
ね
同
じ
で
あ

る
。
た
だ
し
、
レ
ー
ン
へ
の
人
形
の
配
置
が
逆
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、

香
炉
を
廻
す
方
向
が
逆
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

当
巻
に
お
い
て
、光
源
氏
は
、薫
物
の
調
合
を
女
君
た
ち
に
依
頼
し
、ま

た
自
ら
も
調
合
し
た
。
人
物
と
薫
物
の
組
み
合
わ
せ
を
列
挙
す
る
と
、
蘭

之
園
本
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

  

紫
の
上
―
梅
花　
　

明
石
の
上
―
黒
方　
　

花
散
里
―
荷
葉　
　

源

氏
―
侍
従

こ
れ
ら
は
、
第
一
系
統
『
源
氏
小
鏡
』
と
共
通
す
る
。
一
方
、
竹
幽
本
が

蘭
之
園
本
と
異
な
る
の
は
、
明
石
の
上
が
薫
衣
香
で
あ
る
点
で
あ
る
。
こ

れ
は
、『
源
氏
物
語
』
お
よ
び
第
二
系
統
『
源
氏
小
鏡
』
も
同
様
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
竹
幽
本
は
い
ず
れ
か
に
拠
っ
た
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ

る
が
、
そ
の
他
に
も
、
先
行
す
る
蘭
之
園
本
に
直
接
依
拠
し
た
ら
し
い
こ

と
が
知
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

　

○  

た
き
物
を
合
せ
た
る
と
い
ふ
心
に
て
、
人
形
は
向
合
て
一
所
に
立
置
。

其
後
香
は
き
ゝ
て
記
録
に
は
記
し
、
人
形
は
う
こ
か
ぬ
也
。（
中
略
）

一
二
の
勝
す
め
は
、
香
は
残
り
た
る
と
も
、
そ
れ
か
き
り
に
て
盤
の

せ
う
ふ
は
終
る
也
。﹇
蘭
之
園
本
﹈

　

○  

薫
物
を
合
た
る
と
云
心
に
て
、人
形
は
向
合
せ
て
一
所
に
立
置
き
、其

（
10
）
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後
、
香
は
聞
て
、
札
は
打
ど
も
、
人
形
の
動
は
な
し
。（
中
略
）
二
の

勝
定
れ
ば
、
香
は
残
り
て
も
盤
は
終
る
也
。﹇
竹
幽
本
﹈

こ
れ
は
偶
然
の
一
致
で
は
な
く
、
竹
幽
本
は
蘭
之
園
本
を
も
参
看
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

第
一
系
統
『
源
氏
小
鏡
』
は
、
前
掲
の
よ
う
に
四
人
し
か
挙
げ
な
い
が
、

第
二
系
統
は
、
朝
顔
斎
院
の
黒
方
も
加
わ
り
、
五
人
に
な
る
。
物
語
で
も
、

斎
院
の
黒
方
が
焚
か
れ
た
。
従
っ
て
、竹
幽
本
が
、物
語
か
第
二
系
統
『
源

氏
小
鏡
』
の
み
を
基
に
し
て
作
成
さ
れ
た
な
ら
ば
、
五
人
の
人
物
が
採
り

上
げ
ら
れ
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
蘭
之
園
本
と
同

じ
四
人
の
人
物
が
列
挙
さ
れ
る
の
は
、
蘭
之
園
本
に
倣
っ
た
た
め
と
見
ら

れ
る
。
蘭
之
園
本
も
竹
幽
本
も
、
当
巻
は
盤
物
で
、
中
央
に
判
者
の
兵
部

卿
宮
を
設
け
、
左
右
に
源
氏
・
紫
の
上
と
明
石
・
花
散
里
を
配
置
し
た
た

め
、
斎
院
は
置
け
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。

5　

若
菜
下
香

【
翻
字
】

　
　
　

△
若
菜
下
香

　
　

夕
や
み
は
み
ち
た
と
〳
〵
し
月
ま
ち
て

　
　
　

か
へ
れ
我
せ
こ
そ
の
ま
に
も
見
ん

一　

一
炷
開
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

組
合
聞
二
人
充

五
組
也

。

一　

一
二
三
客
の
香
、
三
包
充
、
以
上
十
二
包
打
交
、
出
香
と
す

　
　
地
香
外
に
試
有
り
。

客
香
試
な
し

。」

一　

立
物
女
楽
の
式
、
左
の
ご
と
し
。

　
　
　

左
ヨ
リ
此
順
也
。

　
　
　
　

女
三
宮
人
形
一
小
道
具　
　

琴キ
ン

一　
　
　

栁
一
枝　

二
人
組

　
　
　
　

紫
上
人
形
一
同　
　
　
　

和
琴
一　
　

桜
一
枝　

二
人
組

　
　
　
　

光
源
氏
人
形
小
道
具

な
し　　
　
　

是
は
唱
歌
の
役
也　
　

二
人
組

　
　
　
　

桐
壷
女
御
人
形
一
小
道
具　

箏
シ
ヤ
ウ
ノ
コ
ト

一　
　

藤
一
枝　

二
人
組

　
　
　
　

明
石
上
人
形
一
同　
　
　

琵
琶
一　
　

橘
一
枝　

二
人
組

一　

  

一
組
両
人
共
に
地
香
を
聞
ば
、一
間
進
む
。
一
方
斗
中
は
進
ま
す
。
両

人
」
と
も
に
客
香
を
聞
は
、
二
間
充
進
す
べ
し
。
一
人
斗
に
て
は
一

間
進
す
べ
し
。
客
地
香
の
内
、両
人
共
に
聞
違
と
一
間
退
く
也
但
、
独
聞
の

差
別
な
し

。

一　

  

五
間
目
に
至
て
、
其
次
の
香
を
聞
ば
、
そ
れ
〳
〵
の
小
道
具
を
六
間

目
の
畔
に
餝
る
也
餝
る
も

一
炷
也

。
又
其
次
の
香
を
聞
ば
、
人
形
、
七
間
目
に
至

る
べ
し
。

一　

九
間
目
に
至
れ
ば
銘
々
の
花
を
立
る
べ
し
。

一　

源
氏
の
人
形
、
進
退
か
わ
る
事
な
し
小
道
具

な
し　

。

一　

記
録
は
中
り
斗
を
記
す
。
認
様
左
の
ご
と
し
。」

　
　
　

若
菜
下
香
記

　
　
　
〔
表
〕」
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若
菜
下
香
立
物
圖

　
　
　
　
〔
図
〕」

　
　
　
　
〔
図
〕」

同
盤
の
圖　

竪
溝
五
筋　

横
界
十
二
間

　
　
　
　
〔
図
〕」

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

若
菜
下
香
は
、
二
人
ず
つ
五
組
で
行
う
組
合
聞
の
盤
物
で
あ
る
。
本
香

は
、
地
香
三
種
類
、
客
香
一
種
類
、
各
三
包
計
十
二
包
、
十
二
回
の
出
香
。

試
香
は
、
地
香
三
種
類
の
み
、
計
三
回
の
出
香
で
、
客
香
に
は
試
み
が
な

い
。
こ
れ
ら
の
点
に
加
え
、
一
炷
開
で
あ
る
点
や
、
十
炷
香
の
札
を
用
い

た
答
え
方
も
、
先
の
梅
枝
香
と
同
じ
で
あ
る
。

人
形
は
、上か
み
て手

か
ら
「
女
三
宮
」「
紫
上
」「
光
源
氏
」「
桐
壺
女
御
」「
明

石
上
」
の
順
に
置
く
。
一
組
両
者
と
も
に
聞
き
当
て
た
場
合
、
地
香
は
一

間
、客
香
は
二
間
進
む
。
一
組
の
う
ち
一
人
の
み
聞
き
当
て
た
場
合
は
、地

香
は
進
め
な
い
が
、
客
香
は
一
間
進
む
。
ま
た
、
両
者
と
も
に
誤
っ
た
場

合
は
一
間
後
退
す
る
。

五
間
目
に
人
形
が
進
み
、
次
の
香
を
聞
き
当
て
た
場
合
は
、
六
件
目
に

小
道
具
（
琴
・
和
琴
・
箏
・
琵
琶
）
を
飾
る
。
次
に
聞
き
当
て
た
場
合
は
、

人
形
を
七
間
目
に
進
め
る
。
九
間
目
に
来
た
ら
、
花
（
栁
・
桜
・
藤
・
橘
）

を
立
て
る
。
な
お
、
光
源
氏
の
人
形
に
は
、
小
道
具
は
な
い
。

「
香
之
記
」
は
、
正
解
の
み
を
記
す
。
客
香
・
地
香
の
区
別
な
く
、
一
回

聞
き
当
て
る
た
び
に
一
点
を
加
え
る
。
な
お
、
表
題
は
「
若
菜
下
香
記
」

と
あ
る
。「
若
菜
下
香
之
記
」
と
記
さ
な
い
の
は
、
先
に
触
れ
た
と
お
り
、

表
題
の
文
字
数
を
奇
数
に
す
る
な
ら
い
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
〔
2　

箒
木
香
﹇
考
察
﹈（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
参
照
〕。

蘭
之
園
本
は
、
竹
幽
本
と
お
お
む
ね
方
法
は
同
じ
だ
が
、
一
組
の
う
ち

一
人
の
み
聞
き
当
て
た
場
合
は
、
地
香
・
客
香
を
問
わ
ず
、
進
め
な
い
。
竹

幽
本
が
地
香
・
客
香
の
区
別
を
す
る
の
と
は
、
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
ま
た
、
三
回
連
続
で
聞
き
当
て
た
場
合
に
つ
い
て
、
竹
幽
本
で
は
と

く
に
言
及
は
な
い
が
、
蘭
之
園
本
で
は
、
先
の
梅
枝
香
と
同
様
、
五
間
進

む
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

光
源
氏
は
、
自
邸
で
四
人
の
女
君
に
四
種
類
の
楽
器
を
担
当
さ
せ
て
女

楽
を
催
し
た
。
こ
れ
ら
の
女
君
と
楽
器
の
組
み
合
わ
せ
は
、竹
幽
本
も『
源

氏
小
鏡
』（
第
一
・
二
系
統
）
も
物
語
と
同
じ
で
あ
る
。
蘭
之
園
本
も
、
梅

壺
以
外
は
物
語
に
合
う
〔
3　

玉
鬘
香
﹇
考
察
﹈（
2
）『
源
氏
物
語
』
と

の
関
わ
り
参
照
。〕。

物
語
と
若
干
異
な
る
の
は
、「
光
源
氏
人
形　

是
は
唱
歌
の
役
也
」（
竹

幽
本
）
の
箇
所
で
あ
る
。
蘭
之
園
本
も
竹
幽
本
と
同
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
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は
、『
源
氏
小
鏡
』
の
「
源
氏
、
唱
歌
し
た
ま
ふ
」（
第
一
・
二
系
統
と
も
同

文
）
に
依
拠
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
物
語
で
は
、
唱
歌
し
た
の
は
主
に
夕

霧
の
大
将
（
光
源
氏
の
子
息
）
で
、
源
氏
は
と
き
ど
き
声
を
添
え
た
に
す

ぎ
な
い
。

　
　

  

大
将
、聞
き
た
ま
ふ
。
拍
子
と
り
て
唱
歌
し
た
ま
ふ
。
院
も
時
々
、扇

う
ち
鳴
ら
し
て
加
へ
た
ま
ふ
御
声
、
昔
よ
り
も
い
み
じ
く
お
も
し
ろ

く
、
少
し
ふ
つ
つ
か
に
も
の
も
の
し
き
気
添
ひ
て
聞
こ
ゆ
。

第
二
系
統
『
源
氏
小
鏡
』
は
、第
一
系
統
よ
り
も
記
述
が
物
語
に
近
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
が
、
唱
歌
の
部
分
は
直
さ
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
同
様
に
、
竹
幽
本
も
、
物
語
本
文
を
見
な
が
ら
蘭
之
園
本
を
参
看

し
て
手
直
し
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
箇
所
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
や
は
り
盤
物
で
は
、
女
君
た
ち
を
左
右
に
配
置
し
、
そ
の
中
央
に

置
く
人
形
は
、
光
源
氏
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三　

お
わ
り
に

『
源
氏
千
種
香
』
竹
幽
本
は
、蘭
之
園
本
を
参
看
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と

は
認
め
ら
れ
る
が
、
意
図
的
な
改
変
が
お
こ
な
わ
れ
た
形
跡
が
看
取
さ
れ

る
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
が
、
各
組
香
冒
頭
の
巻
名
歌
の
有
無
で
あ
っ

た
。
蘭
之
園
本
に
は
な
い
が
、
竹
幽
本
は
そ
れ
を
有
す
る
。

ま
た
、
組
香
の
方
法
も
、
竹
幽
本
は
蘭
之
園
本
に
比
べ
、
総
じ
て
複
雑

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
全
部
で
十
二
通
り
の
答
え
に
な

る
よ
う
に
条
件
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
「
箒
木
香
」、「
焼
合
」
の
様
式
で
「
香

之
記
」
を
秘
事
と
し
て
明
示
し
な
い
「
玉
鬘
香
」、盤
物
の
「
梅
枝
香
」「
若

菜
下
香
」
も
、
蘭
之
園
本
に
比
し
て
、
盤
上
の
人
形
を
い
く
ぶ
ん
か
進
め

に
く
い
規
則
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
物
語
の
内
容
と
合
わ
な
い
箇
所
が
少
な
く
な
い
蘭
之
園
本
に
対

し
、
竹
幽
本
は
、
物
語
に
合
わ
せ
て
手
直
し
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。
蘭
之
園
本
は
、『
源
氏
小
鏡
』（
第
一
系
統
）
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
竹
幽
本
は
、『
源
氏
小
鏡
』（
第
二
系
統
）、
あ
る

い
は
『
源
氏
物
語
』
そ
の
も
の
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
竹
幽
本

の
成
立
に
、
ど
ち
ら
が
関
与
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

附
記

　

本
稿
は
、「
伝
統
文
化
形
成
に
関
す
る
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
平
安
朝

文
学
の
伝
承
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
18
期

研
究
会
第
17
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番

号
２
５
３
３
０
４
０
３
、
い
ず
れ
も
平
成
25
〜
27
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一

部
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
入
口
敦
氏
、
藤
島

綾
氏
に
は
、
格
別
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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注
（
1
）
竹
幽
文
庫
は
、
非
公
開
個
人
文
庫
。
竹
幽
本
『
源
氏
千
種
香
』
の
研
究

は
、
本
稿
が
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
蘭
之
園
本
は
、
そ
れ
ら
二
帖
の
香
図
を
欠
く
源
氏
香
に
倣
っ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
な
お
、
蘭
之
園
本
・
竹
幽
文
庫
以
外
の
異
本
は
、
現
時
点
で

は
管
見
に
入
ら
な
い
。

（
3
）「『
源
氏
千
種
香
』
の
依
拠
本
を
探
る
」（『
総
研
大
文
化
科
学
研
究
』
9
、

二
〇
一
三
年
三
月
）。
以
下
、
武
居
氏
の
論
は
、
す
べ
て
こ
の
論
文
に
よ
る
。

（
4
）「
炷
」
の
本
来
の
読
み
は
「
し
ゅ
」
で
あ
る
が
、
天
正
期
に
は
す
で
に

「
ち
ゅ
う
」
と
読
ま
れ
て
お
り
、江
戸
期
に
は
「
ち
ゅ
う
」
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。

（
5
）
引
用
は
、
前
掲
の
増
補
改
訂
版
『
香
道
蘭
之
園
』
に
よ
る
。

（
6
）
伊
井
春
樹
『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
〇
年
）

八
五
〇
頁
ほ
か
。

（
7
）『
源
氏
物
語
』
本
文
は
、
当
時
よ
く
流
布
し
て
い
た
『
源
氏
物
語
湖
月

抄
』
版
本
（
同
志
社
大
学
今
出
川
図
書
館
所
蔵
）
に
よ
り
、
適
宜
、
漢
字

を
当
て
る
な
ど
校
訂
し
た
。

（
8
）『
校
注
』
に
は
「
か
い
ね
り
」
と
翻
字
さ
れ
て
い
る
が
、武
居
氏
の
調
査

に
よ
れ
ば
、宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
御
所
本
（
一
六
三
―
八
八
五
）
で
は
「
お

ち
ち
く
り
」、宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
別
写
本
（
二
〇
七
―
一
五
七
）
と
国

会
図
書
館
本
で
は
「
ほ
ち
ゑ
り
」
で
あ
る
と
い
う
。
武
居
氏
が
推
定
さ
れ

た
「
お
ち
く
り
」（
落
栗
）
の
誤
写
と
い
う
見
方
に
従
う
。

（
9
）
た
だ
し
第
一
系
統
の
本
文
は
「
お
ち
く
る
色
」
で
あ
る
が
、こ
れ
も
「
お

ち
く
り
色
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
以
下
、『
源
氏
小
鏡
』
の
本
文
は
、
岩
坪

健
『『
源
氏
小
鏡
』
諸
本
集
成
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）
に
よ

る
。

（
10
）
た
だ
し
、
第
二
系
統
に
属
す
る
整
版
は
「
く
ろ
ゑ
か
う
」
で
あ
る
が
、

「
く
ん
ゑ
か
う
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
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附
録
1　

影
印

▽
表
紙　
『
源
氏
千
種
香　

花
』

『
源
氏
千
種
香　

秘
記
』　　
　
　
　
『
千
種
香　

香
包
銘
書
』

1　

自
叙
お
よ
び
跋
文　
　

◯
自
叙
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◯
跋

2　

箒
木
香
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3　

玉
鬘
香

（
参
考
）『
源
氏
千
種
香
秘
記
』
玉
鬘
香
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4　

梅
枝
香



 社会科学　第 43 巻  第 3号 48



49 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介

5　

若
菜
下
香
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51 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介

附
録
2

（
写
真
1
）
十
炷
香
札

　

表
に
は
松
・
竹
・
梅
な
ど
の
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
誰
の

札
か
を
特
定
す
る
。

　

裏
に
は
、「
一
」「
二
」「
三
」「
花
一
」「
花
二
」「
花
三
」「
月
一
」「
月

二
」「
月
三
」（
各
一
枚
）
お
よ
び
「
客
」（
三
枚
）
と
記
さ
れ
る
。

表　
　
　
　
　
　
　
　
　

裏

（
写
真
2
）
折
居　

畳
ん
だ
と
こ
ろ　
　

開
い
た
と
こ
ろ

札
を
入
れ
る
と
こ
ろ　
　
　
　
　

 （
参
考
）
香
之
記
の
例




